


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表1漢 書(巻96)西 域伝にあらわれた戸数 ・口数 ・兵数
国 名 王 城 名 現 地 名 戸 数 口 数 兵 数 口兵数合計 口数と兵数の比例
都 善 国 扞 泥 城 ミ ー ラ ン 1,570 14,100 2,912 17,012 4.84
且 末 国 且 末 城 チ ェ ル チ ェ ン 230 1,610 320 1,930 5.03
小 宛 国 扞 零 城 チ ェ ル チ ェ ン 西 南 150 1,050 200 1,250 5.25
精 絶 国 精 絶 城 ニ ヤ 旧 址 480 3,360 500 3,860 6.72
戒 盧 国 卑 品 城 ニ ヤ 240 1,610 300 1,910 5.37
扞 弥 国 扞 弥 城 ダ ンダ ン=ウ イ リク 3,340 20,040 3,540 23,580 5.66
渠 勒 国 韃 都 城 ケ リ ヤ 東 南 310 2,170 300 2,470 7.23
于 聞 国 西 城 コ ー タ ン 3,300 19,300 2,400 21,700 8.04
皮 山 国 皮 山 城 グ マ 500 3,500 500 4,000 7.00
鳥 耗 国 鳥 托 城 Kukeyar.Marriuk地 区 490 2,733 740 3,473 3.69
西 夜 国 呼 健 谷 ? 350 4,000 1,000 5,000 4.00
蒲 犂 国 蒲 犂 谷 カ ル ガ リ ク ・タ シ ュク ル ガ ン の 中 間 650 5,000 2,000 7,000 2.50
依 耐 国 タシ ュクル ガ ン付 近 125 670 350 1,020 1.91
無 雷 国 治 盧 城 ヤ ル カ ン ド ・タ シ ュク ル ガ ン の 中 間 1,000 7,000 3,000 10,000 2.33
難 兜 国 キ ル ギ ッ ト 5,000 30,000 111 38,000 3.75
厨 賓 国 循 鮮 城 ガ ン ダ ー ラ 一 一 一 一 一
烏戈 山離国 ア レ ク サ ン ド リ ア
(カ ン ダ ハ ー ル)
一 一 一 一 一
安 息 国 番 兜 城 パ ル テ イ ア 一 一 一 一 冖
大 月 氏 国 監 氏 城
バ ク ト リ ア
(サマ ルカ ン ド付 近) 100,000 400,000 100,000 500,000 4.00
康 居 国 楽越萱地 シ ル 川 中下 流 域 一 一
大 宛 国 貴 山 城 フ ェ ル ガ ナ 60,000 300,000 60,000 360,000 5.00
桃 槐 国 オ シ ュ 700 5,000 1,000 6,000 5.00
休 循 国 鳥 飛 谷 ア ラ イ 高 原 358 1,300 480 1,780 2.71
捐 毒 国 衍 敦 谷 イ ル ケ シ ュ タ ム 380 1,100 500 1,600 2.20
莎 車 国 莎 車 城 ヤ ル カ ン ド 2,339 16,373 3,049 19,422 5.37
疏 勒 国 疏 勒 城 カ シ ュ ガ ル 1,510 18,647 2,000 20,647 9.32




烏 孫 国 赤 谷 城 イ リ 地 方 120,000 630,000
......11 ....1! 3.34
姑 墨 国 南 城 ア ク ス 3,500 24,500 4,500 29,000 5.44
温 宿 国 温 宿 城 ウチ=ト ウル フ ァン 2,200 8,400 1,500 9,900 5.60
亀 茲 国 延 城 ク チ ャ 6,970 81,317 21,076 102,393 3.86
烏 壘 チ,ヤ ー デ ィ ル 110 1,200 300 1,500 4.00
渠 犂 ク ル ラ 130 1,480 150 1,630 9.87
尉 犂 国 尉 犂 城
カ ラ ク ム9
(コ ル ラ 付 近?)
1,200 9,600 2,000 11,600 4.80
危 須 国 危 須 城 哈 拉 木 登 旧 城?(kh8ra遺 跡?) 700 4,900 2,000 6,900 2.45
焉 耆 国 員 渠 城 カ ラ シ ャ ー ル 4,000 32,100 6,000 38,100 5.35
烏貪砦離国 于 婁 谷 マ ナ ス 41 231 57 288 4.05
卑 陸 国 乾 当 国 フ ウ カ ン 付 近 227 1,387 422 1,809 3.29
卑 陸 後 国 番渠類谷 〃 462 1,137 350 1,487 3.25































































































































































































































































































































































































































































































































































タ リム盆 地 要 図(主 と してSteinScrindia,vol.5付 図 に よる ・山 本 「寄 田仰 穀 考 」 よ り転 載)
岳唱くト銚 卜Q曇 卜・/K圃{懸 司 く[ユ臣£黌 ぺ園
(
1
)
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
で
の
農
業
生
産
に
お
い
て
、
水
の
確
保
が
不
　お
　
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
別
稿
で
述
べ
た
。
そ
れ
は
、
現
在
ば
か
り
で
な
く
、
過
去
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
農
業
生
産
に
つ
い
て
史
料
上
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
六
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
梁
書
(
巻
五
四
)
諸
夷
伝
・
高
昌
国
の
条
に
興
味
深
い
一
節
が
あ
る
。
備
植
九
穀
、
人
多
瞰
麺
及
羊
・
牛
肉
、
出
良
馬
・
蒲
陶
酒
・
石
塩
。
こ
れ
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
で
は
九
穀
(
黍
・
稷
・
秣
・
稲
・
麻
.
大
豆
・
小
豆
・
大
麦
・
小
麦
)
を
植
え
て
い
る
が
、
人
び
と
の
多
く
は
、
麺
や
羊
・
牛
の
肉
を
食
べ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
で
は
、
ブ
ド
ウ
酒
も
産
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
が
ブ
ド
ウ
の
生
産
に
適
し
て
い
た
為
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
節
は
、
南
史
(
巻
七
九
)
夷
貊
下
・
高
昌
国
の
条
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
梁
書
の
記
事
を
基
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
九
六
さ
て
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
な
る
と
、
農
業
生
産
を
窺
わ
せ
る
史
料
も
多
く
な
る
。
ま
ず
隋
書
(
巻
八
三
)
西
域
伝
・
高
昌
国
の
条
に
は
、
地
多
石
磧
、
気
候
温
暖
、
穀
麦
再
熟
、
宜
蚕
、
多
五
果
。
と
あ
り
、
こ
の
地
域
の
農
業
が
麦
と
夏
作
物
と
の
年
二
毛
作
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
麦
は
か
な
り
肥
料
を
必
要
と
す
る
為
、
そ
の
再
熟
は
考
え
難
く
、
夏
作
物
と
し
て
は
、
黍
・
粟
・
稲
等
が
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
が
高
昌
郡
時
代
か
ら
唐
の
西
州
時
代
に
か
け
て
農
業
生
産
が
盛
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
農
作
物
に
つ
い
て
の
考
古
学
的
遺
物
の
研
究
か
ら
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
フ
ァ
ソ
地
域
で
は
麦
(
大
麦
・
小
麦
)
・
粟
・
黍
・
裸
麦
・
高
粱
・
黒
ナ
ツ
メ
豆
.
瓢
箪
.
真
桑
瓜
・
棗
・
杏
・
桃
・
梨
・
梅
・
胡
桃
・
綿
花
・
麻
・
胡
麻
な
ど
多
く
の
種
類
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
い
殆
脚
と
こ
ろ
で
、
新
出
の
ア
ス
タ
ー
ナ
・
カ
ラ
ホ
ー
ジ
ャ
出
土
の
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
中
に
も
、
こ
の
よ
う
な
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
の
豊
か
な
農
業
生
産
を
支
え
た
水
利
灌
漑
に
関
す
る
文
書
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
五
世
紀
に
限
定
す
る
と
四
件
が
知
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
い
ず
れ
も
官
文
書
で
あ
り
、
公
権
力
の
灌
漑
に
対
す
る
関
わ
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
高
昌
郡
時
代
の
三
件
の
文
書
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、
高
昌
郡
の
兵
曹
と
よ
ぼ
れ
る
軍
事
担
当
部
署
の
文
書
の
中
に
見
え
る
も
の
で
、
カ
ラ
ホ
ー
ジ
ャ
九
一
号
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
前
後
ば
か
り
か
中
ほ
ど
も
欠
け
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
年
月
日
を
記
し
た
部
分
が
失
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
文
書
の
末
尾
に
署
名
し
て
い
る
役
人
た
ち
の
名
前
や
、
同
じ
墓
か
ら
出
土
し
た
文
書
の
う
ち
年
号
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と
、
北
涼
の
第
二
次
高
昌
郡
時
代
(義
和
三
年
1
四
三
三
年
前
後
)
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
(
上
の
数
字
は
行
数
)
。
1
、
i
右
の
八
つ
の
幢
(
北
涼
の
軍
の
単
位
)
が
中
部
屯
田
を
管
理
す
る
。
屯
田
に
駐
屯
す
る
日
に
は
、
幢
(幢
の
長
も
幢
と
い
う
)
は
(配
下
の
)
校
将
一
人
と
一
緒
に
兵
士
一
五
人
を
選
抜
し
て
夜
と
ど
ま
り
て
、
2
、
水
路
(溝
渠
)
を
守
備
す
る
。
残
り
の
校
将
一
人
は
、
残
っ
た
兵
士
と
当
直
の
犬
を
率
い
て
そ
の
ま
ま
守
備
す
る
。
3
、
兵
曹
掾
の
張
預
と
兵
曹
史
の
左
法
彊
が
申
し
上
げ
る
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ナ
ア
シ
ス
国
家
と
人
口
問
題
「明
日
、
水
を
引
い
て
二
つ
の
部
を
灌
漑
す
べ
き
で
あ
る
」
と
。
(以
下
、
略
)
こ
こ
に
見
え
る
幢
と
は
、
兵
士
一
〇
〇
人
程
度
で
構
成
さ
れ
る
北
涼
に
お
け
る
軍
事
組
織
の
基
本
的
な
単
位
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
責
任
者
の
呼
び
名
で
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
兵
士
の
来
源
は
、
民
間
か
ら
徴
発
に
よ
る
場
合
と
、
謫
戍
と
い
い
罪
を
得
て
守
備
に
付
け
ら
れ
る
場
合
と
の
二
通
り
が
あ
っ
た
。
右
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
八
つ
の
瞳
に
よ
っ
て
中
部
屯
田
が
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
さ
ら
に
幢
と
校
将
一
人
が
兵
士
一
五
人
を
率
い
て
、
夜
間
に
お
そ
ら
く
は
盗
水
を
警
戒
す
る
目
的
で
水
路
(溝
渠
)
の
守
備
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
文
書
は
、
そ
の
他
の
出
土
文
書
の
様
式
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
郡
の
役
人
で
あ
る
兵
曹
掾
と
兵
曹
史
が
述
べ
た
内
容
は
、
す
で
に
高
昌
太
守
の
聴
許
を
経
て
、
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
(
15
)
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
書
は
、
同
一
日
に
一
斉
に
水
を
引
き
、
二
つ
の
部
(
お
そ
ら
く
は
督
郵
と
よ
ば
れ
る
県
を
監
察
す
る
郡
の
役
人
の
担
当
範
囲
の
二
地
区
)
に
所
属
す
る
耕
地
を
灌
漑
せ
よ
と
い
う
命
令
が
出
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
高
昌
郡
に
お
け
る
灌
漑
施
設
の
維
持
・
九
七
管
理
及
び
水
の
分
配
な
ど
は
、
す
べ
て
高
昌
太
守
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
と
の
二
点
の
文
書
は
、
い
ず
れ
も
ア
ス
タ
ー
ナ
三
八
二
号
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
の
一
点
に
は
縁
禾
十
年
(
四
四
一
)
の
年
号
が
見
え
、
閾
爽
の
時
代
(
四
三
五
-
四
二
)
の
も
(
16
)
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
他
の
一
点
に
は
年
号
が
な
い
が
、
文
章
中
の
表
現
・
内
容
な
ど
か
ら
同
じ
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
基
本
的
に
は
北
涼
・
高
昌
郡
時
代
の
水
利
灌
漑
に
関
す
る
管
理
を
(
17
)
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
差
し
つ
か
え
な
い
。
ま
ず
、
縁
禾
十
年
の
文
書
に
は
、
「行
中
部
水
」
「行
西
部
水
」
と
い
う
水
利
灌
漑
を
担
当
す
る
官
職
(以
下
、
行
水
官
と
い
う
)
が
見
え
、
こ
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
行
水
官
の
変
更
が
記
さ
れ
て
い
(
　
>
る
。
但
し
、
い
ず
れ
も
専
任
し
行
水
官
で
は
な
く
兼
任
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
文
書
に
は
、
ブ
ド
ウ
園
へ
の
灌
漑
を
担
当
す
る
「行
中
部
蒲
陶
水
(蒲
陶
と
葡
萄
は
同
じ
)
」
な
ど
の
官
職
の
任
命
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
行
水
官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
鎧
曹
参
軍
・
金
曹
参
軍
と
い
う
軍
府
の
官
吏
(高
昌
太
守
は
将
軍
の
称
号
を
帯
び
て
お
り
、
軍
事
関
係
の
役
所
1
郡
府
の
長
で
も
あ
っ
た
)
、
及
び
均
役
主
簿
・
校
曹
書
佐
・
掾
史
曹
九
八
(曹
史
)
と
い
う
郡
府
の
官
吏
(高
昌
郡
の
行
政
を
扱
う
役
所
H
郡
府
の
長
が
高
昌
太
守
)
が
い
る
。
さ
ら
に
県
吏
も
ま
た
行
水
官
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
先
の
「行
中
部
水
」
な
ど
と
同
様
に
兼
任
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
水
官
は
、
あ
る
い
は
臨
時
に
、
も
し
く
は
季
節
的
に
任
命
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
灌
漑
に
関
わ
る
労
働
力
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
軍
府
の
官
吏
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
兵
士
な
ど
の
動
員
や
軍
事
的
土
木
技
術
の
利
用
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
均
役
主
簿
や
県
吏
が
任
命
さ
れ
て
お
り
、
灌
漑
の
と
き
の
労
働
力
が
一
般
農
民
か
ら
徴
発
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。
ブ
ド
ウ
は
、
古
代
か
ら
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
き
た
果
樹
の
一
つ
で
あ
り
、
ブ
ド
ウ
園
へ
の
灌
漑
を
管
理
す
る
た
め
の
行
水
官
が
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
地
域
の
特
殊
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
鱠
・こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
私
は
、
高
昌
郡
に
お
け
る
水
利
灌
漑
は
、
高
昌
太
守
に
よ
っ
て
弾
力
的
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
オ
ア
シ
ス
都
市
ト
ル
フ
ァ
ン
の
農
業
が
、
水
の
確
保
を
前
提
に
し
て
始
め
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
唐
代
ト
ル
フ
ァ
ン
の
オ
ア
シ
ス
農
業
に
つ
い
て
は
、
米
お
　
田
氏
の
労
作
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
述
べ
る
必
要
は
な
い
が
、
要
点
を
端
的
に
い
え
ば
、
「
ト
ル
フ
ァ
ン
農
業
で
　
れ
　
は
、
そ
の
生
命
で
あ
る
溝
渠
は
屡
々
改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
耕
地
の
割
替
も
度
々
行
わ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
(
2
)
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
地
域
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
地
域
の
人
口
に
関
し
て
、
漢
書
(
巻
九
六
)
西
域
伝
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
焉
耆
国
、
王
治
員
渠
城
、
去
長
安
七
千
三
百
里
。
戸
四
千
、
口
三
万
二
千
一
百
、
勝
兵
六
千
人
。
(中
略
)
西
南
至
都
護
治
所
四
百
里
、
南
至
尉
犂
百
里
、
北
与
烏
孫
接
、
近
海
水
多
魚
。
焉
耆
国
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
イ
ソ
が
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
西
南
の
B
a
gh
d�
d
-sh
ah
ri
遺
址
を
中
心
と
す
る
地
域
に
比
定
し
て
　
お
　
以
来
、
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
焉
耆
国
は
、
人
口
三
万
二
一
〇
〇
人
の
中
央
ア
ジ
ア
の
タ
リ
ム
盆
地
地
方
で
は
中
程
度
の
規
模
の
オ
中
央
ア
ジ
ア
の
ナ
ア
シ
ス
国
家
と
人
口
問
題
ア
シ
ス
国
家
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
記
事
の
「海
」
は
、
山
本
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
「博
斯
騰
渾
爾
」
1
「敦
薨
之
藪
」
1
b・
9
σqh
rash
-k
�
l
の
こ
と
で
あ
ろ
餮
こ
の
地
域
の
人
び
と
の
生
活
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
三
-
五
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
晋
書
(巻
九
七
)
四
夷
伝
・
焉
耆
国
の
条
に
興
味
深
い
一
節
が
あ
る
。
其
〔焉
耆
国
〕
俗
丈
夫
翦
髪
、
婦
人
衣
襦
、
著
大
袴
、
婚
姻
同
華
夏
、
好
貨
利
、
任
姦
詭
。
こ
れ
は
、
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
の
男
子
は
髪
の
毛
を
切
り
、
女
子
は
短
い
衣
を
着
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時
の
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
の
人
び
と
は
、
商
業
を
盛
大
に
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
さ
て
六
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
初
頭
に
な
る
と
、
こ
の
地
域
の
生
活
状
況
を
窺
わ
せ
る
史
料
も
か
な
り
多
く
な
る
。
ま
ず
隋
書
(巻
八
三
)
西
域
伝
・
焉
耆
国
の
条
に
は
、
其
〔焉
耆
国
〕
俗
奉
佛
書
、
類
婆
羅
門
。
婚
姻
之
禮
有
同
華
夏
。
死
者
焚
之
、
持
服
七
日
、
男
子
剪
髪
。
有
魚
鹽
蒲
韋
之
利
。
と
あ
り
、
当
時
の
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
地
域
が
仏
教
圏
で
あ
っ
た
こ
と
九
九
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「剪
」
は
「翦
」
の
俗
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
の
男
子
の
習
俗
が
、
三
1
五
世
紀
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
国
家
で
は
、
政
治
的
に
か
な
り
変
動
し
て
も
、
生
活
状
況
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
七
-
八
世
紀
の
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
地
域
の
水
利
・
生
活
に
つ
い
て
は
、
大
唐
西
域
記
(巻
一
)
に
、
〔阿
耆
尼
国
〕
泉
流
交
帯
、
引
水
為
田
。
土
宜
糜
・
黍
・
宿
麦
.
香
棗
・
蒲
萄
・
梨
・
奈
諸
菓
。
(
中
略
)
服
飾
氈
褐
、
断
髪
無
巾
。
と
あ
り
、
当
時
の
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
地
域
で
は
キ
ビ
・
麦
・
ナ
ツ
メ
.
ブ
ド
ウ
.
ナ
シ
・
カ
ラ
ナ
シ
な
ど
の
果
実
が
生
産
さ
れ
、
人
び
と
は
フ
ェ
ル
ト
あ
る
い
は
綿
織
物
を
着
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
旧
唐
書
(巻
一
九
八
)
西
戎
伝
、
焉
耆
国
の
条
に
は
、
其
〔焉
耆
国
〕
地
良
沃
、
多
蒲
萄
、
頗
有
魚
鹽
之
利
。
と
あ
り
、
新
唐
書
(巻
二
二
一
上
)
西
域
上
、
焉
耆
国
の
条
に
も
、
一
〇
〇
〔焉
耆
国
〕
逗
渠
漑
田
、
土
宜
黍
・
蒲
陶
、
有
魚
鹽
之
利
。
俗
祝
髪
氈
衣
。
と
ど
と
あ
っ
て
、
渠
を
逗
め
田
を
灌
漑
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
地
域
が
唐
代
に
お
い
て
穀
物
生
産
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
考
古
学
的
遺
物
の
研
究
か
ら
も
分
か
る
。
そ
れ
は
、
黄
文
弼
氏
に
よ
っ
て
焉
耆
の
唐
王
城
で
、
小
ア
ワ
麦
・
谷
子
・
高
粱
・
胡
麻
な
ど
の
穀
物
と
、
極
め
て
細
か
い
麺
粉
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
(
24
)
ろ
う
。
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
地
域
が
あ
ま
り
自
然
的
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
今
世
紀
初
頭
の
大
谷
探
検
隊
の
フ
ィ
ー
ル
ド
H
ワ
ー
ク
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
渡
辺
氏
は
、
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
地
域
の
自
然
的
条
件
に
つ
い
て
、
「
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
は
湖
水
に
近
い
た
め
v
g
,
か
、
蚊
が
非
常
に
多
い
の
で
、
室
内
で
馬
糞
を
燻
ら
せ
て
寝
る
の
で
あ
る
が
、
馬
な
ど
は
た
ち
ま
ち
全
身
血
だ
ら
け
に
な
る
ほ
ど
で
、
洋
服
の
上
か
ら
で
も
容
赦
な
く
刺
し
て
く
る
」
と
述
べ
て
い
　
お
　
る
。
こ
の
よ
う
に
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
地
域
が
か
な
り
過
酷
な
自
然
的
条
件
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
七
ー
八
世
紀
以
前
に
お
い
て
穀
物
・
果
実
生
産
が
盛
大
で
あ
っ
た
理
由
は
、
水
利
灌
漑
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
3
)
ク
チ
ャ
地
域
ク
チ
ャ
地
域
の
人
び
と
の
生
活
状
況
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
三
ー
五
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
晋
書
(巻
九
七
)
四
夷
伝
・
亀
茲
国
の
条
に
興
味
深
い
一
節
が
あ
る
。
〔亀
茲
国
〕
人
以
田
種
畜
牧
為
業
。
こ
れ
は
、
ク
チ
ャ
地
域
の
人
び
と
が
農
業
・
牧
畜
業
で
生
計
を
立
て
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
六
世
紀
に
な
る
と
、
こ
の
地
域
の
生
活
状
況
を
窺
わ
せ
る
史
料
も
か
な
り
多
く
な
る
。
ま
ず
周
書
(巻
五
〇
)
異
域
下
、
亀
茲
国
の
条
に
は
、
亀
茲
国
、
(中
略
)
其
王
姓
白
、
即
後
涼
呂
光
所
立
白
震
後
、
(中
略
)
其
刑
法
、
殺
人
者
死
、
刧
賊
則
断
其
一
臂
、
並
則
一
足
、
賦
税
准
地
徴
租
、
無
田
者
則
税
銀
銭
。
と
あ
り
、
当
時
の
ク
チ
ャ
地
域
で
は
貨
幣
を
納
税
に
ま
で
使
用
し
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
ク
チ
ャ
地
域
の
経
済
活
動
の
盛
行
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
刑
法
の
規
定
中
央
ア
ジ
ア
の
ナ
ア
シ
ス
国
家
と
人
口
問
題
が
極
め
て
厳
格
な
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
周
書
は
こ
の
記
事
の
後
に
、
出
細
氈
・
麋
皮
・
毯
逾
・
鐃
沙
・
塩
緑
・
雌
黄
・
胡
粉
及
良
馬
・
封
牛
等
。
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ク
チ
ャ
地
域
で
は
当
時
、
大
鹿
の
皮
あ
　
や
良
馬
を
産
出
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
多
分
ク
チ
ャ
の
オ
ア
シ
ス
国
家
周
辺
の
ス
テ
ッ
プ
地
域
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
七
世
紀
に
な
る
と
、
玄
弉
の
報
告
が
あ
る
。
玄
弉
は
ク
チ
ャ
地
域
の
こ
と
と
し
て
、
宜
糜
・
麦
、
有
粳
稲
、
出
蒲
萄
・
石
榴
、
多
梨
・
奈
・
桃
・
杏
、
土
産
黄
金
・
銅
・
鉄
・
鉛
・
錫
、
(
中
略
)
服
飾
錦
・
褐
、
断
髪
巾
帽
。
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
地
域
が
、
農
業
や
牧
畜
業
の
他
に
、
鉱
業
に
ょ
っ
て
オ
ア
シ
ス
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
(
大
唐
西
域
記
巻
一
、
屈
支
国
の
条
)
。
他
に
、
新
唐
書
(
巻
二
二
一
上
)
西
域
伝
、
亀
茲
国
の
条
に
も
、
「
土
宜
麻
・
麦
・
税
稲
・
蒲
陶
、
出
黄
金
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
玄
弉
の
記
事
を
縮
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
〇
一
八
世
紀
に
な
る
と
、
慧
超
の
報
告
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
八
世
紀
初
頭
こ
の
地
域
を
通
過
し
た
慧
超
は
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。
従
疎
勒
東
行
一
月
、
至
亀
茲
国
、
即
是
安
西
、
大
都
護
府
、
漢
国
兵
馬
大
都
集
処
、
此
亀
茲
国
、
足
寺
足
僧
、
行
小
乗
法
、
食
肉
及
葱
・
韭
等
也
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ぽ
、
当
時
の
ク
チ
ャ
地
域
で
は
ネ
ギ
や
ニ
ラ
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ク
チ
ャ
地
域
の
自
然
的
条
件
・
社
会
的
条
件
に
つ
い
て
は
、
今
世
紀
初
頭
の
大
谷
探
検
隊
の
報
告
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
渡
辺
氏
は
、
ク
チ
ャ
地
域
の
自
然
的
条
件
・
社
会
的
条
件
に
つ
い
て
、
ク
チ
ャ
は
天
山
の
麓
に
あ
っ
て
よ
く
山
が
見
え
る
が
、
(中
略
)
実
際
、
天
山
に
は
硫
黄
が
非
常
に
多
く
出
て
、
そ
れ
が
始
終
燃
え
て
い
る
の
で
、
煙
が
絶
え
ず
立
ち
昇
っ
て
い
る
が
、
地
質
学
で
は
ど
う
い
う
か
知
ら
ぬ
が
、
純
然
た
る
噴
火
山
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
付
近
に
は
鉱
物
は
非
常
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
石
炭
や
石
油
も
多
く
産
出
す
る
。
ま
た
こ
の
あ
た
り
に
は
銅
の
精
錬
所
も
あ
る
が
、
そ
の
燃
料
に
は
皆
木
炭
を
用
い
て
い
る
の
で
、
な
ぜ
豊
富
な
石
炭
を
使
わ
一
〇
二
ぬ
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
な
に
ぶ
ん
に
も
石
炭
を
用
い
る
熔
鉱
炉
の
作
り
方
を
知
ら
ぬ
か
ら
だ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
(27
)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
硫
黄
・
銅
な
ど
の
鉱
産
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ク
チ
ャ
の
オ
ア
シ
ス
国
家
は
、
征
服
王
朝
の
清
か
ら
中
華
民
国
国
民
政
府
に
政
治
的
に
大
き
く
変
動
し
て
も
、
社
会
的
状
況
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
渡
辺
氏
は
、
当
時
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
、
ク
チ
ャ
は
豊
饒
の
地
で
、
果
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
種
類
は
ナ
シ
・
リ
ン
ゴ
・
ザ
ク
ロ
・
ア
ン
ズ
な
ど
い
ず
れ
も
美
味
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
た
く
さ
ん
で
き
て
食
べ
切
れ
ぬ
の
で
、
土
地
の
人
び
と
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
乾
か
し
て
お
い
て
、
年
中
食
料
に
し
て
い
る
。
桑
の
木
は
非
常
に
大
木
が
多
く
、
な
か
に
は
一
か
か
え
ぐ
ら
い
の
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
な
ぜ
か
、
養
蚕
は
少
し
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
実
は
多
く
白
色
を
帯
び
て
、
と
て
も
甘
た
る
い
味
で
あ
る
。
こ
れ
が
熟
し
て
落
ち
る
と
き
は
、
ま
る
で
雨
で
も
降
る
よ
う
で
あ
る
。
(28
)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ク
チ
ャ
地
域
は
比
較
的
安
定
し
た
自
然
的
条
件
を
利
用
し
て
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
果
物
生
産
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
オ
ア
シ
ス
国
家
の
性
格
は
、
匈
奴
・
柔
然
・
突
厥
な
ど
の
遊
牧
国
家
よ
り
は
比
較
的
安
定
し
た
停
滞
国
家
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
(
4
)
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
域
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
域
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
推
定
で
き
る
の
は
、
、
漢
書
(
巻
九
六
)
西
域
伝
に
、
疏
勒
国
、
王
治
疏
勒
城
、
去
長
安
九
千
三
百
五
十
里
。
戸
千
五
百
一
十
、
口
万
八
千
六
百
四
十
七
、
勝
兵
二
〇
人
。
疏
勒
侯
・
撃
胡
侯
・
輔
国
侯
・
都
尉
・
左
右
将
・
左
右
騎
君
・
訳
長
各
一
人
。
東
至
都
護
治
所
二
千
二
百
一
十
里
、
南
至
莎
車
五
百
六
十
里
、
有
市
列
、
西
当
大
月
氏
・
大
宛
・
康
居
道
也
。
と
あ
る
記
事
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
疏
勒
国
(
カ
シ
ュ
ガ
ル
)
は
人
口
一
万
八
六
四
七
人
で
、
「市
」
が
列
な
る
オ
ア
シ
ス
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
な
る
と
、
隋
書
(巻
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
国
家
と
人
口
問
題
八
三
)
西
域
伝
、
疏
勒
国
の
条
に
当
時
の
オ
ア
シ
ス
の
民
と
遊
牧
民
と
の
関
係
を
表
わ
す
重
要
な
史
料
が
存
在
す
る
の
で
、
次
に
掲
げ
る
。
〔疏
勒
国
〕
土
多
稲
・
粟
・
麻
・
麦
・
銅
・
鉄
・
綿
・
雌
黄
、
毎
歳
常
供
送
於
突
厥
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
域
で
は
稲
・
粟
・
麻
・
麦
な
ど
の
農
作
物
や
、
銅
・
鉄
・
錦
・
雌
黄
(
硫
黄
と
砒
素
と
の
混
合
物
)
な
ど
の
鉱
産
資
源
を
産
出
し
、
毎
年
西
突
厥
に
供
給
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
西
突
厥
の
不
安
定
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
オ
ア
シ
ス
の
定
住
民
と
西
突
厥
と
い
う
遊
牧
民
と
の
シ
ソ
ビ
オ
シ
ス
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
存
在
形
態
は
、
特
に
生
活
面
に
お
い
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
玄
弉
は
こ
の
地
域
の
こ
と
と
し
(29
)
て
、
「稼
穡
殷
盛
、
花
菓
繁
茂
」
と
述
べ
て
い
る
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
農
業
の
隆
盛
は
、
時
代
を
超
え
た
基
本
的
姿
な
の
で
あ
ろ
う
。八
世
紀
に
な
る
と
、
慧
超
の
報
告
が
あ
る
。
慧
超
は
、
カ
シ
ュ
(
OM
)
ガ
ル
地
域
の
こ
と
と
し
て
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。
一
〇
三
従
葱
嶺
歩
入
一
月
、
至
疏
勒
、
外
国
自
呼
名
伽
師
祗
離
国
、
此
亦
漢
軍
馬
守
捉
、
有
寺
有
僧
、
行
小
乗
法
、
喫
肉
及
葱
・
韭
等
、
土
人
著
畳
布
衣
也
。
こ
の
地
域
で
は
、
ネ
ギ
や
ニ
ラ
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
域
が
仏
教
圏
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
通
典
(巻
一
九
二
)
、
辺
防
八
、
西
戎
四
、
疏
勒
の
条
に
も
、
「
土
多
稲
、
粟
・
蔗
.
麦
・
銅
・
鉄
・
綿
・
錦
・
雌
黄
」
と
あ
り
、
当
時
の
こ
の
地
域
の
人
び
と
が
、
農
業
や
鉱
工
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
域
に
お
い
て
は
考
古
学
的
遺
物
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
世
紀
初
頭
の
大
谷
探
検
隊
の
報
告
に
は
そ
の
理
由
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
(M
>
る
。
橘
氏
は
次
の
ご
と
く
い
う
。
カ
シ
ュ
ガ
ル
は
、
中
国
領
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
大
の
都
会
で
、
人
口
は
約
六
万
あ
り
、
政
治
・
経
済
の
中
心
で
あ
る
。
(中
略
)
こ
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
は
、
わ
た
し
(1
橘
氏
)
と
同
様
の
目
的
を
も
っ
て
、
何
人
も
の
外
国
人
が
発
掘
を
試
み
た
の
だ
が
、
昔
か
ら
の
大
都
会
で
人
口
も
非
常
に
多
一
〇
四
か
っ
た
に
関
わ
ら
ず
、
め
ぼ
し
い
も
の
は
何
一
つ
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
わ
た
し
(
1
橘
氏
)
に
も
そ
の
理
由
は
十
分
に
は
解
明
で
き
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
漢
代
か
ら
今
日
ま
で
こ
の
都
会
は
一
度
も
廃
滅
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
常
に
大
都
会
と
し
て
の
形
態
を
持
続
し
つ
つ
あ
る
以
上
、
こ
と
に
中
古
か
ら
近
世
に
い
た
る
ま
で
、
ア
ラ
ビ
ア
に
お
こ
っ
た
回
教
徒
が
し
だ
い
に
勢
力
を
の
ば
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
に
力
を
も
つ
仏
教
を
破
壊
し
よ
う
と
し
た
に
違
い
な
い
。
彼
ら
は
い
く
た
び
か
西
方
の
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
テ
レ
ク
・
ダ
ワ
ン
の
峻
嶺
を
越
え
て
、
こ
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
攻
め
入
っ
た
の
で
、
古
代
仏
教
の
遺
跡
も
そ
の
と
き
失
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
橘
氏
に
よ
れ
ば
、
本
来
な
ら
ば
古
代
仏
教
の
遺
跡
が
カ
シ
ュ
ガ
ル
付
近
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
失
わ
れ
た
理
由
は
、
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
に
よ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
橘
氏
は
、
当
時
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
、
物
産
は
鉄
器
そ
の
他
の
細
工
物
で
、
羊
毛
獣
皮
等
は
中
央
ア
ジ
ア
の
各
地
か
ら
い
っ
た
ん
こ
こ
に
集
ま
っ
て
、
ま
た
各
方
面
に
輸
出
分
配
さ
れ
て
い
る
。
(32
)
と
述
べ
て
い
る
。
橘
氏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
U
ワ
ー
ク
と
文
献
的
側
面
と
を
総
合
す
れ
ば
、
一
般
に
経
済
力
の
豊
か
な
カ
シ
ュ
ガ
ル
の
よ
う
な
オ
ア
シ
ス
国
家
で
は
、
自
然
と
周
辺
諸
地
方
か
ら
流
民
が
流
入
し
が
ち
で
、
オ
ア
シ
ス
で
生
産
で
き
る
食
糧
で
ま
か
な
い
得
る
以
上
の
人
口
を
抱
え
が
ち
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
オ
ア
シ
ス
都
市
の
性
格
は
商
業
的
農
業
と
穀
物
生
産
と
の
二
本
柱
の
バ
ラ
ソ
ス
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
(
5
)
コ
ー
タ
ン
地
域
コ
ー
タ
ン
地
域
に
つ
い
て
、
漢
書
(
巻
九
六
)
西
域
伝
は
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。
于
聞
国
、
王
治
西
城
、
去
長
安
九
千
六
百
七
十
里
。
戸
三
千
三
百
、
口
万
九
千
三
百
、
勝
兵
二
千
四
百
人
。
(中
略
)
東
北
至
都
護
治
所
三
千
九
百
四
十
七
里
。
南
与
姥
羌
接
、
北
与
姑
墨
接
。
于
聞
之
西
、
水
皆
西
流
、
注
西
海
。
其
東
、
水
東
流
、
注
塩
沢
、
河
原
出
焉
。
多
玉
石
。
西
通
皮
山
三
百
八
十
中
央
ア
ジ
ア
の
ナ
ア
シ
ス
国
家
と
人
口
問
題
里
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
紀
元
前
三
-
一
世
紀
の
于
聞
国
(1ー
コ
ー
タ
ソ
)
は
人
口
一
万
九
三
〇
〇
人
で
、
「
玉
石
」
を
産
す
る
比
較
的
大
規
模
な
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
紀
元
前
後
に
お
い
て
は
、
コ
ー
タ
ン
地
域
の
政
治
的
状
況
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
よ
う
で
、
後
漢
書
(巻
八
八
)
西
域
伝
、
総
序
に
、建
武
中
(
二
五
-
五
六
)
に
、
〔中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
諸
国
は
〕
み
な
使
者
を
遣
わ
し
て
、
〔後
漢
に
〕
内
属
す
る
こ
と
を
求
め
、
〔西
域
〕
都
護
を
〔置
く
こ
と
を
〕
請
願
し
た
。
光
武
〔帝
〕
は
、
中
国
が
平
定
し
た
初
期
で
、
ま
だ
外
国
の
事
ま
で
に
は
手
が
ま
わ
ら
な
い
の
で
、
つ
い
に
こ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
匈
奴
が
衰
弱
し
、
莎
車
王
賢
が
死
ん
で
、
〔中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
諸
国
は
〕
つ
い
に
た
が
い
に
あ
い
攻
伐
し
た
。
小
宛
・
精
絶
・
戎
廬
・
且
末
は
、
都
善
に
併
合
さ
れ
、
渠
勒
・
皮
山
は
、
于
閧
に
統
合
さ
れ
た
。
〔蔀
善
・
于
闡
は
〕
こ
と
ご
と
く
そ
の
地
方
を
領
有
し
た
。
一
〇
五
(3
)
(34
)
と
記
さ
れ
、
タ
リ
ム
盆
地
南
辺
地
帯
の
国
々
は
、
鄰
善
・
于
闥
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
コ
ー
タ
ン
東
方
の
ニ
ヤ
の
北
に
あ
る
ニ
ヤ
遺
址
、
ニ
ヤ
東
方
の
エ
ン
デ
レ
遺
址
及
び
楼
蘭
遺
址
を
含
め
て
考
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
地
域
で
ま
ず
農
業
生
産
を
推
定
で
き
る
の
は
、
考
古
学
的
遺
物
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
の
発
掘
隊
に
よ
っ
て
民
豊
県
尼
雅
(
ニ
ヤ
)
か
ら
発
見
さ
れ
た
麦
・
大
麦
・
粟
・
蔓
青
(
カ
(35
)
ブ
)
の
遺
物
で
、
両
漢
・
魏
晋
時
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
業
生
産
の
状
況
は
、
ほ
ぼ
こ
の
時
期
前
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ニ
ャ
川
・
エ
ン
デ
レ
旧
址
・
楼
蘭
遺
址
か
ら
農
作
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
分
か
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
中
で
も
ニ
ヤ
川
か
ら
は
小
麦
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ス
タ
イ
ン
が
発
見
し
た
も
の
で
、
外
皮
小
麦
と
(36
)
小
麦
の
一
粒
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
エ
ソ
デ
レ
旧
址
で
は
、
小
麦
一
粒
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
(
37
)
が
、
ス
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
楼
蘭
遺
址
で
は
、
炭
化
し
た
小
麦
一
粒
と
キ
ビ
の
穂
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も
や
は
り
ス
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
報
告
一
〇
六
(　M
)
さ
れ
て
い
る
。
四
-
六
世
紀
の
タ
リ
ム
盆
地
南
辺
の
オ
ア
シ
ス
国
家
の
生
活
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
洛
陽
伽
藍
記
(巻
五
)
に
、
従
鄰
善
西
行
一
千
六
百
四
十
里
、
至
左
末
城
、
城
中
居
民
可
有
百
家
、
土
地
無
雨
、
決
水
種
麦
、
不
知
用
牛
、
耒
耜
而
　
o
と
あ
り
、
左
末
(
1
且
末
)
の
地
で
は
、
極
め
て
降
水
量
が
少
な
い
の
で
水
を
引
い
て
麦
を
植
え
て
い
る
が
、
牛
耕
は
知
ら
ず
、
鋤
で
耕
作
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
且
末
(
現
在
の
チ
ェ
ル
チ
ェ
ン
)
の
農
業
が
、
粗
放
な
オ
ア
シ
ス
農
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
梁
書
(巻
五
四
)
諸
夷
伝
、
于
聞
国
の
条
に
は
、
「気
温
、
宜
稲
・
麦
・
蒲
桃
」
と
あ
り
、
当
時
の
コ
ー
タ
ン
地
域
で
は
、
農
作
物
と
果
実
と
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
の
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
隋
書
(巻
八
三
)
西
域
伝
、
于
關
国
の
条
に
は
、
「
土
多
麻
・
麦
・
粟
・
稲
・
五
果
・
多
園
林
」
と
あ
り
、
主
穀
作
物
や
林
芸
作
物
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
七
世
紀
に
な
る
と
、
玄
弉
の
報
告
が
あ
る
。
玄
弉
は
、
　　
　
コ
ー
タ
ソ
地
域
の
こ
と
と
し
て
、
「
宜
穀
稼
、
多
衆
菓
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
穀
物
生
産
や
果
実
生
産
に
適
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
コ
ー
タ
ン
地
域
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
世
紀
初
頭
の
大
谷
探
検
隊
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ー
ワ
ー
ク
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
橘
氏
は
、
こ
の
地
域
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
麺
・
産
物
と
し
て
は
、
玉
石
・
沙
金
・
麝
香
・
生
糸
織
物
.
果
物
な
ど
が
な
か
な
か
盛
ん
で
、
一
週
一
回
の
わ
り
で
市
中
に
大
バ
ザ
ー
ル
(市
場
)
が
開
か
れ
る
と
き
は
、
付
近
の
住
民
が
ア
リ
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
く
る
の
で
、
市
場
の
賑
わ
い
は
想
像
以
上
と
な
る
。
(中
略
)
気
候
は
他
の
オ
ア
シ
ス
に
比
べ
て
や
や
お
だ
や
か
だ
が
、
夏
は
や
は
り
暑
い
。
し
か
し
タ
ク
ラ
マ
カ
ソ
砂
漠
中
の
一
大
オ
ア
シ
ス
で
あ
る
こ
の
地
は
樹
木
が
よ
く
茂
り
、
果
実
類
も
豊
富
で
あ
る
。
こ
と
に
ブ
ド
ウ
の
類
が
最
も
多
く
、
レ
ー
ズ
ソ
(
干
し
ブ
ド
ウ
)
の
ご
と
き
は
こ
の
地
の
産
物
中
有
数
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
上
等
の
桃
も
あ
れ
ぽ
ナ
シ
も
あ
る
。
ウ
リ
も
あ
れ
ば
ス
イ
カ
も
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
国
家
と
人
口
問
題
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
都
市
コ
ー
タ
ソ
を
中
心
と
し
た
オ
ア
シ
ス
郊
外
の
農
村
と
の
生
活
圏
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
姿
も
ま
た
、
オ
ア
シ
ス
都
市
の
時
代
を
超
え
た
基
本
的
姿
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
橘
氏
は
ま
た
、
コ
ー
タ
ン
地
域
の
人
口
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
、
(41
ω
し
う
コ
ー
タ
ン
の
人
口
は
精
密
な
調
査
資
料
が
な
い
か
ら
正
確
に
は
い
え
な
い
が
、
お
よ
そ
二
二
、
三
万
程
度
で
あ
ろ
う
。
一
八
八
五
年
ロ
シ
ア
の
プ
ル
ジ
ェ
ワ
ル
ス
キ
ー
将
軍
が
こ
こ
を
通
過
し
た
時
に
は
1110
万
と
数
え
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
五
年
後
同
じ
く
ロ
シ
ア
の
ブ
ジ
ョ
ゾ
ー
フ
将
軍
は
一
六
万
内
外
と
い
っ
て
い
る
。
そ
う
か
と
思
え
ば
、
一
八
九
六
年
に
ヘ
デ
ィ
ン
博
士
の
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
五
二
万
四
〇
〇
〇
と
書
い
て
あ
っ
て
、
何
と
も
確
実
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
最
近
に
な
っ
て
ス
タ
イ
ン
博
士
は
推
定
で
、
コ
ー
タ
ン
の
人
家
は
約
二
万
七
五
〇
〇
と
し
、
こ
れ
を
平
均
一
家
八
人
と
見
積
っ
て
二
二
万
と
計
算
し
て
い
る
。
橘
氏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
U
ワ
ー
ク
・
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
諸
学
者
の
所
説
・
現
在
の
コ
ー
タ
ソ
の
人
口
の
三
方
面
か
ら
総
合
的
に
考
察
す
一
〇
七
る
と
、
ス
タ
イ
ン
の
学
説
が
最
も
穏
当
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
、
中
国
に
お
い
て
も
最
近
は
ウ
イ
グ
ル
族
の
社
会
調
査
が
行
わ
れ
て
い
て
、
和
田
専
区
の
解
放
前
の
人
口
は
六
万
一
五
一
=
お
　
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
資
料
は
オ
ア
シ
ス
都
市
コ
ー
タ
ソ
の
人
口
で
は
な
く
、
オ
ア
シ
ス
郊
外
の
農
村
部
の
人
口
を
含
め
て
い
る
の
で
、
現
在
は
ス
タ
イ
ン
の
学
説
を
採
用
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
コ
ー
タ
ソ
地
域
に
お
い
て
も
生
活
圏
の
存
在
を
特
に
指
摘
し
て
お
く
必
要
は
あ
ろ
う
。
四
全
体
を
概
観
し
よ
う
。
中
央
ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
に
関
し
て
、
最
初
に
総
合
的
な
概
観
を
さ
れ
た
の
は
、
榎
氏
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ソ
近
世
史
の
分
野
に
お
い
て
は
、
堀
氏
ら
に
よ
る
精
力
的
な
研
究
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
中
央
ア
ジ
ア
の
全
体
像
と
い
う
よ
り
は
一
八
ー
二
〇
世
紀
の
ウ
イ
グ
ル
族
に
関
す
一
〇
八
　
　
　
る
試
論
な
の
で
あ
っ
た
。
以
上
ま
で
の
私
の
所
論
は
、
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
国
家
と
人
口
問
題
を
取
扱
う
際
に
は
、
ま
ず
水
と
気
候
を
前
提
と
し
て
オ
ア
シ
ス
国
家
の
性
格
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
オ
ア
シ
ス
の
住
民
と
遊
牧
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
域
の
項
で
見
た
北
方
遊
牧
民
で
あ
る
西
突
厥
へ
運
ぼ
れ
て
い
っ
た
カ
シ
ュ
ガ
ル
オ
ア
シ
ス
の
農
産
物
が
こ
の
例
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
対
立
で
は
な
く
シ
ン
ビ
オ
シ
ス
の
関
係
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
コ
ー
タ
ン
地
域
の
項
で
見
た
オ
ア
シ
ス
都
市
コ
ー
タ
ン
を
中
心
と
し
た
オ
ア
シ
ス
郊
外
ら
農
村
と
の
生
活
圏
の
存
在
が
推
定
で
き
た
。
本
論
文
で
は
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
を
駆
使
し
た
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
研
究
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
・
ク
チ
ャ
・
カ
シ
ュ
ガ
ル
・
コ
ー
タ
ン
の
オ
ア
シ
ス
社
会
史
を
今
ま
で
余
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
考
古
学
・
民
族
学
な
ど
の
ス
タ
イ
ン
.
大
谷
探
検
隊
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
H
ワ
ー
ク
の
成
果
や
気
候
学
な
ど
の
周
辺
諸
科
学
の
成
果
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
若
干
異
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
の
試
み
が
現
在
の
学
界
の
状
況
に
対
し
て
他
山
の
石
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
本
論
文
の
目
的
は
達
成
さ
れ
る
し
、
中
国
農
業
史
研
究
に
従
事
し
て
お
ら
れ
た
米
田
氏
へ
の
非
礼
の
言
い
訳
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
註(
1
)
宮
崎
純
一
「
八
世
紀
以
前
の
中
央
ア
ジ
ア
の
農
業
問
題
に
つ
い
て
ー
タ
ー
リ
ム
盆
地
地
方
を
中
心
と
し
て
l
」
古
代
文
化
第
三
十
五
巻
第
八
号
、
昭
和
五
十
八
年
参
照
。
(
2
)
現
代
の
ト
ル
フ
ァ
ソ
に
つ
い
て
は
、
謝
天
喜
編
「今
日
吐
魯
番
」
新
疆
大
学
出
版
社
、
一
九
八
八
年
参
照
。
(
3
)
唐
代
以
前
の
ト
ル
フ
ァ
ン
の
オ
ア
シ
ス
農
業
に
つ
い
て
は
、
米
田
賢
次
郎
「
オ
ア
シ
ス
農
業
と
土
地
問
題
ー
特
に
ト
ル
フ
ァ
ン
溝
渠
の
変
更
と
土
地
の
割
替
を
問
題
に
し
て
I
」
鷹
陵
史
学
第
十
一
号
、
一
九
八
六
年
、
四
頁
参
照
。
(
4
)
樋
口
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
ク
チ
ャ
の
人
口
は
三
〇
万
人
と
い
う
(
樋
口
隆
康
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
へ
の
道
ー
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
調
査
紀
行
1
」
旺
文
社
、
一
九
八
二
年
、
七
二
頁
)
。
(
5
)
森
川
氏
に
よ
れ
ぽ
、
現
在
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
市
の
人
口
は
二
二
万
人
弱
で
あ
る
(
権
藤
与
志
夫
編
「
ウ
イ
グ
ル
ー
そ
の
人
び
と
と
文
化
1
」
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
、
二
八
頁
)
。
(
6
)
現
代
の
コ
ー
タ
ソ
に
つ
い
て
は
、
王
良
志
編
「
和
田
専
区
農
業
調
査
報
告
」
維
吾
爾
族
社
会
歴
史
調
査
、
新
彊
人
民
出
版
社
、
烏
魯
木
斉
、
一
九
八
四
年
、
=
二
ー
二
七
頁
。
(
7
)
ウ
イ
グ
ル
族
史
に
関
し
て
は
、
維
吾
爾
族
簡
史
編
写
組
「維
吾
爾
族
簡
史
」
新
疆
人
民
出
版
社
、
烏
魯
木
斉
、
一
九
九
一
年
参
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
国
家
と
人
口
問
題
　
i0
(
8
)
榎
一
雄
「
中
央
ア
ジ
ア
・
オ
ア
シ
ス
都
市
国
家
の
性
格
」
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
歴
史
か
ら
、
研
文
出
版
、
一
九
七
一
年
、
一
一
六
頁
参
照
。
(
9
)
松
田
寿
男
「
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
四
年
参
照
。
(
10
)
古
代
中
央
ア
ジ
ア
の
言
語
圏
に
つ
い
て
は
、
主
な
も
の
と
し
て
ソ
グ
ド
語
・
コ
ー
タ
ン
語
・
ト
カ
ラ
語
の
三
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
一
の
ソ
グ
ド
語
は
、
西
ト
ル
キ
ス
タ
ソ
の
中
心
部
に
当
た
る
ソ
グ
ド
地
方
の
言
語
だ
っ
た
も
の
で
、
こ
の
地
方
の
住
民
の
商
業
活
動
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
一
帯
か
ら
モ
ン
ゴ
リ
ア
方
面
に
ま
で
広
ま
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
コ
ー
タ
ン
語
は
、
コ
ー
タ
ン
を
中
心
と
し
た
タ
リ
ム
盆
地
の
南
辺
地
帯
で
用
い
ら
れ
、
第
三
の
ト
カ
ラ
語
は
、
タ
リ
ム
盆
地
の
北
部
一
帯
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ト
カ
ラ
語
の
場
合
、
ト
ル
コ
語
の
仏
典
の
奥
書
に
み
え
て
い
る
名
称
を
も
と
に
し
て
、
ト
ル
フ
ァ
ン
・
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
な
ど
天
山
山
麓
の
東
部
地
方
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
け
を
ト
カ
ラ
語
と
い
い
、
天
山
西
部
の
ク
チ
ャ
方
面
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
は
ク
チ
ャ
語
と
し
て
分
け
て
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
(
羽
田
明
編
「
西
域
」
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
四
十
九
年
、
三
三
頁
参
照
)
。
(
1
)
六
ー
七
世
紀
の
ト
ル
フ
ァ
ソ
地
域
の
農
業
生
産
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
純
一
「
八
世
紀
以
前
の
ト
ル
フ
ァ
ン
地
方
の
農
業
生
産
に
つ
い
て
」
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
第
十
三
号
、
昭
和
六
十
年
一
〇
九
=
○
参
照
。
(
12
)
八
世
紀
以
前
の
タ
リ
ム
盆
地
周
辺
の
オ
ア
シ
ス
国
家
の
手
工
業
に
つ
い
て
は
、
毛
織
物
生
産
を
中
心
と
し
た
山
本
光
朗
「
八
世
紀
以
前
の
タ
ー
リ
ム
盆
地
地
方
の
毛
織
物
生
産
に
つ
い
て
」
東
洋
史
研
究
第
三
十
八
巻
第
四
号
、
昭
和
五
十
五
年
・
棉
織
物
生
産
を
中
心
と
し
た
宮
崎
純
一
「
八
世
紀
以
前
の
中
央
ア
ジ
ア
の
棉
織
物
生
産
に
つ
い
て
」
佛
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
第
十
号
、
昭
和
五
十
七
年
参
照
。
(
13
)
註
(
1
)
参
照
。
(
14
)
王
炳
華
「新
疆
農
業
考
古
概
述
」
農
業
考
古
八
十
三
巻
第
一
号
。
(
15
)
米
田
氏
は
、
麹
氏
高
昌
国
時
代
の
土
地
所
有
形
態
に
つ
い
て
、
土
地
国
有
に
大
略
に
等
し
い
も
の
、
い
わ
ば
準
国
有
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
詳
し
く
は
米
田
前
掲
書
、
一
七
頁
参
照
。
(
16
)
町
田
隆
吉
「
五
世
紀
吐
魯
番
盆
地
に
お
け
る
灌
漑
を
め
ぐ
っ
て
1
吐
魯
番
出
土
文
書
の
初
歩
的
考
察
l
」
佐
藤
博
士
退
官
記
念
中
国
水
利
史
論
叢
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
参
照
。
(
17
)
関
尾
史
郎
「北
涼
政
権
と
『真
興
』
奉
用
1
『吐
魯
番
出
土
文
書
』
箚
記
O
I
」
東
洋
史
苑
第
二
十
一
巻
、
一
九
八
二
年
参
照
。
(
18
)
白
須
浄
真
「高
昌
・
闕
爽
政
権
と
縁
禾
・
建
平
紀
年
文
書
」
東
洋
史
研
究
第
四
十
五
巻
第
一
号
、
昭
和
五
十
六
年
参
照
。
(
19
)
町
田
隆
吉
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
謎
」
光
文
社
、
東
京
、
一
九
八
九
年
。
(
20
)
米
田
前
掲
書
、
二
〇
頁
参
照
。
(
21
)
嶋
崎
氏
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
の
カ
レ
ー
ズ
技
術
の
起
源
に
つ
い
て
、
「
一
八
世
紀
末
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
」
と
西
方
か
ら
伝
播
し
た
新
技
術
と
理
解
し
て
い
る
(
嶋
崎
昌
「東
ト
ウ
ル
キ
ス
タ
ン
に
於
け
る
カ
レ
ー
ズ
灌
漑
の
起
源
に
つ
い
て
」
隋
唐
時
代
の
東
ト
ウ
ル
キ
ス
タ
ン
研
究
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
、
三
七
四
頁
)
。
米
田
氏
も
、
嶋
崎
氏
の
見
解
に
従
い
、
「火
焔
山
南
麓
の
ス
プ
リ
ン
グ
を
主
た
る
水
源
と
す
る
唐
代
ト
ル
フ
ァ
ソ
の
水
路
網
は
カ
レ
ー
ズ
で
は
な
く
地
表
を
流
れ
る
普
通
の
渠
(
1
溝
渠
)
で
あ
っ
た
」
と
推
定
し
て
い
る
(
米
田
前
掲
書
、
八
頁
)
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
を
調
査
し
た
ス
タ
イ
ン
は
、
「(
ト
ル
フ
ァ
ン
の
)
陥
没
地
内
の
オ
ア
シ
ス
が
水
の
供
給
を
得
ら
れ
る
の
は
、
わ
ず
か
に
こ
の
隆
起
帯
の
麓
か
ら
だ
け
で
あ
る
。
が
、
水
は
灌
漑
の
為
に
最
大
限
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
豊
か
に
農
作
物
が
実
る
。
実
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
う
し
て
確
保
さ
れ
る
灌
漑
用
水
は
、
そ
の
大
部
分
が
、
天
山
山
脈
か
ら
流
れ
て
く
る
地
下
水
が
地
表
に
噴
き
出
し
た
泉
の
流
水
で
は
な
く
、
カ
レ
ー
ズ
と
称
す
る
1
山
岳
地
か
ら
の
地
下
水
を
引
く
地
下
井
と
地
下
水
路
の
1
複
雑
な
機
構
に
頼
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
盆
地
内
の
風
土
は
、
乾
燥
し
き
っ
て
お
り
、
地
溝
の
面
が
低
い
た
め
に
、
一
年
の
大
半
は
き
わ
め
て
暑
い
。
こ
の
高
温
に
、
泉
中
と
カ
レ
ー
ズ
と
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
水
の
供
給
が
相
ま
っ
て
、
盆
地
内
の
オ
ア
シ
ス
で
は
、
二
毛
作
さ
え
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
有
利
な
条
件
の
も
と
で
灌
漑
さ
れ
て
い
る
わ
け
な
の
で
、
土
地
の
生
産
力
は
非
常
に
大
き
い
。
穀
類
を
は
じ
め
、
果
実
・
綿
花
に
い
た
る
ま
で
、
農
産
物
が
豊
富
な
の
も
当
然
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
農
業
上
の
好
条
件
だ
け
で
は
、
何
と
言
っ
て
も
耕
作
可
能
な
地
域
が
限
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
現
在
の
ト
ル
フ
ァ
ソ
の
商
業
の
繁
栄
と
か
、
歴
史
書
や
お
び
た
だ
し
い
量
の
廃
墟
で
立
証
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
過
去
に
お
け
る
富
裕
ぶ
り
と
か
を
充
分
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
実
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
こ
こ
は
天
山
山
脈
の
北
の
地
方
と
産
物
の
取
引
き
や
交
換
が
し
や
す
い
と
い
う
自
然
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
天
山
山
脈
の
北
は
、
湿
潤
な
気
候
条
件
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ト
ル
フ
ァ
ン
に
は
な
い
家
畜
・
羊
毛
な
ど
の
資
源
が
あ
る
。
そ
し
て
、
ボ
グ
ド
・
オ
ー
ラ
山
塊
の
東
西
両
端
に
は
、
山
道
が
一
年
中
開
通
し
て
い
て
、
交
易
を
容
易
な
ら
し
め
て
い
る
の
だ
L
と
述
べ
て
い
る
(
ス
タ
イ
ン
著
・
沢
崎
順
之
助
訳
「中
央
ア
ジ
ア
踏
査
記
」
白
水
社
、
一
九
七
八
年
、
二
四
二
頁
)
。
ス
タ
イ
ソ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ー
ワ
ー
ク
を
長
々
と
引
用
し
た
の
は
、
近
現
代
の
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
で
も
穀
類
を
は
じ
め
、
果
実
・
綿
花
生
産
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
、
二
毛
作
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
為
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
ト
ル
フ
ァ
ン
農
業
で
は
、
穀
物
・
果
実
・
綿
花
生
産
が
時
代
を
超
え
た
基
本
的
姿
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
記
録
と
真
木
氏
の
教
示
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
カ
レ
ー
ズ
の
長
所
と
欠
点
は
次
の
ご
と
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
o
カ
レ
ー
ズ
の
特
長
は
、
ω
水
温
は
年
間
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
②
蒸
発
は
少
な
い
。
-
㈲
砂
ぼ
こ
り
・
ゴ
ミ
は
ほ
と
ん
ど
入
ら
な
い
。
ω
雨
水
・
塩
分
が
入
る
場
合
が
少
な
い
。
⑤
蒸
留
水
の
よ
う
に
味
が
悪
く
な
く
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
⑥
地
下
浸
透
が
少
な
い
。
⑦
自
然
流
水
の
為
、
動
力
源
は
い
ら
な
い
。
⑧
植
物
・
動
物
に
よ
る
損
失
・
汚
染
な
ど
の
影
響
が
少
な
い
。
ま
た
、
欠
点
を
述
べ
る
と
、
ω
カ
レ
ー
ズ
を
掘
る
の
に
長
年
月
が
か
か
る
。
②
人
力
や
わ
ず
か
に
ロ
バ
や
馬
を
利
用
し
た
技
術
し
か
な
い
。
③
水
量
が
少
な
い
。
ω
侵
食
で
落
盤
し
て
使
用
で
き
な
く
な
る
。
㈲
一
度
汚
染
す
る
と
、
な
か
な
か
綺
麗
に
な
ら
な
い
。
⑥
水
を
汲
み
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
⑦
水
の
・ロ
ス
が
あ
る
。
⑧
気
候
に
左
右
さ
れ
で
、
水
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
Y
カ
レ
ー
ズ
が
基
本
と
な
っ
た
近
現
代
で
も
、
ト
ル
フ
ァ
ソ
地
域
で
は
水
が
貴
重
で
あ
り
、
塩
害
も
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
カ
レ
ー
ズ
に
も
そ
れ
な
り
の
欠
陥
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
は
あ
ろ
う
o
中
央
ア
ジ
ア
の
オ
ア
シ
ス
国
家
と
人
口
問
題
一
二
(
N
)
A
u
r
el
S
te
in
,
S
e
r
in
d
ia
,
v
o
l.
III
,
p
p
.
1
18
2
-
1
1
8
3
.
(
23
)
山
本
光
朗
「寄
田
仰
穀
考
」
史
林
第
六
十
七
巻
第
六
号
、
一
九
八
四
年
、
五
二
頁
。
(
24
)
黄
文
弼
「
新
疆
考
古
的
発
現
」
考
古
一
九
五
九
年
第
二
期
、
七
八
頁
。
(
25
)
渡
辺
哲
信
「
中
央
ア
ジ
ア
探
検
談
」
大
谷
探
検
隊
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
検
、
白
水
社
、
一
九
八
〇
年
、
四
九
頁
。
(
26
)
隋
書
(
巻
八
三
)
西
域
伝
、
亀
茲
国
の
条
に
も
、
ク
チ
ャ
地
域
の
生
活
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
、
「
土
多
稲
・
粟
・
菽
・
麦
・
饒
銅
・
鉄
・
麋
皮
・
氈
氈
・
饒
沙
・
塩
緑
・
雌
黄
・
胡
粉
・
安
息
香
・
良
馬
・
封
牛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
(
27
)
渡
辺
前
掲
書
、
四
七
頁
。
(
28
)
渡
辺
前
掲
書
、
四
八
頁
。
(
29
)
大
唐
西
域
記
(
巻
一
二
)
怯
沙
国
の
条
。
(
30
)
羽
田
亨
「
慧
超
往
五
天
竺
伝
遙
録
」
昭
和
十
六
年
、
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
上
巻
(
東
洋
史
研
究
会
、
昭
和
三
十
二
年
)
所
収
。
(
31
)
橘
瑞
超
「
中
亜
探
検
」
大
谷
探
検
隊
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
検
、
白
水
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
五
三
-
二
五
四
頁
。
(
32
)
橘
前
掲
書
、
二
五
五
頁
。
(
3
)
宮
崎
純
一
訳
「後
漢
書
(
巻
八
八
)
西
域
伝
、
序
・
跋
訳
註
稿
」
内
田
吟
風
編
、
中
国
正
史
西
域
伝
の
訳
註
(
正
史
西
域
伝
訳
註
研
究
会
、
一
九
八
〇
年
)
所
収
。
四
一
-
四
二
頁
。
(
34
)
鄰
善
の
生
活
状
況
に
つ
い
て
は
、
註
(
1
)
の
宮
崎
論
文
及
び
山
一
一
二
本
前
掲
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
35
)
史
樹
青
「
談
新
疆
民
豊
尼
雅
遺
址
」
文
物
、
一
九
六
二
年
第
七
・
八
期
二
五
頁
。
(
36
)
A
u
r
e
l
S
t
e
in
,
S
e
r
i
n
d
ia
,
v
o
l
I
.
,
1
9
2
1
,
℃
や
謡
ρ
黯
卜。
°
(
37
)
i
b
id
.,
p
p
.
2
5
ρ
謡
P
(
°　
,°
)
i
b
id
.,
p
p
,
4
3
1
.
4
4
4
.
(
39
)
大
唐
西
域
記
(
巻
一
二
)
、
瞿
薩
旦
那
国
の
条
。
(
40
)
橘
前
掲
書
、
二
五
八
・
二
五
九
頁
。
(
41
)
橘
鉱罰
掲
壷
目
、
二
六
二
頁
。
(
42
)
註
(
6
)
参
照
。
(
43
)
堀
直
「
一
八
-
二
〇
世
紀
ウ
イ
グ
ル
族
人
口
試
論
」
史
林
六
〇
巻
四
号
、
一
九
七
七
年
。
〔附
記
〕
ω
論
文
中
に
言
及
し
た
、
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
原
文
は
、
繁
雑
を
避
け
て
す
べ
て
論
文
中
か
ら
削
除
し
た
。
②
本
論
文
に
つ
い
て
は
佛
教
大
学
教
授
・
杉
本
憲
司
民
(中
国
古
代
史
専
攻
)
に
大
へ
ん
御
世
話
に
な
っ
た
。
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
③
論
文
中
に
言
及
し
た
気
候
学
に
対
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
環
境
資
源
利
用
部
乾
燥
環
境
チ
ー
ム
長
の
真
木
太
一
氏
に
非
常
な
御
世
話
に
な
っ
た
。
末
尾
な
が
ら
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
